
Ⅰ．はじめに

　宮崎県内の民有林の人工林では，スギ，ヒノキが主要樹種であ

り，両樹種合わせた面積は人工林の８割以上を占めている（5）。

しかし，両樹種の林分を比較すると，ヒノキは枝葉が細片化，鱗

片化するために林床の堆積有機物量が少なく表層浸食の可能性が

高いこと（8），林内雨圏の表層土壌もスギ林より酸性化が顕著

であるとの報告があり（6），ヒノキ一斉林の地力減退が懸念さ

れている。

　そこで，ヒノキ壮齢林の下木にスギを植栽した帯状複層林の表

層土壌の化学性等を分析し，地力減退したヒノキ林の林床を，ス

ギを植栽することで改善できるかを検討した。

Ⅱ．調査地の概要

　調査地は宮崎県東臼杵郡諸塚村大字家代に所在する上木がヒノ

キ９３年生，下木がスギ及びヒノキ２７年生の帯状複層林である。全

体の面積は６．０２ha，標高は７３０～７９０m，西向きの斜面で平均傾斜

は１３°である。１９１１年植栽のヒノキ一斉林を，１９７５年（６５年生

時）に等高線に対して直角方向（東西方向）に，保残帯幅２５m，

皆伐帯幅２０mとして交互帯状皆伐を行い，伐採の２年後にスギと

ヒノキを植栽した（4）。現地の立木の状況から，皆伐帯の中央

にスギ，両端にヒノキを植栽したものと推測された。

　下木の保育作業については，植栽年から６年生時まで下刈りを

行い，７，１１，１４年生時に除伐，１９年生時に枝打ちを行っている。

また，２５年生時の２００１年には間伐を行っている。

　上木については，下木植栽後は，７７年生時（下木１１年生）に抜

き伐り及び雑木除去を行っている（2）。

Ⅲ．調査方法

　スギ下木植栽帯に基点を置き，ヒノキ下木帯を横切って，ヒノ

キ上木帯に終点を置く形で２０ｍのラインを設定した。

　２０mラインを中心に２０m×２５mの方形プロットを設定し，それ

を５m幅ずつに縦割する形で林分プロットを設置した。林分調

査はプロット内の樹高１．２mを超えるスギ及びヒノキについて胸

高直径及び樹高の測定を行った。調査地内のスギ，ヒノキには植

栽木以外に実生から成長したと思われるものもあったため，胸高

直径及び立木の配置状況から植栽木か実生由来かを判断し区別し

た。胸高直径は全木調査し，樹高はヒノキ２７本，スギ１０本を樹高

計（Haglö f 社製 Vertex Ⅲ）または測桿で実測し，その他（ヒノ

キ８５本，スギ４本）は樹高曲線（Nä slund 式）から算出した。

　また，ラインの基点から０，２，４，６，８，１０，１５，２０mの位置

に土壌プロット８箇所を設定した（図－１）。５０cm×５０cm枠内

のA０層の堆積有機物をすべて採取した後，深さ０～１０cmの土壌

（以下「表層土壌」とする）を採土器（スプリット採土器　DIK-

130A）を使って採取した。表層土壌は１つの枠内につき２点採

取して混合し，土壌分析試料とした。各土壌プロットに設置した

枠数は３個である。

　A０層は，スギ葉，ヒノキ枝葉，大枝，細粒状物質，球果・樹

皮，広葉，その他に分けて，７０℃で乾燥後，重量を測定した。ま

た，表層土壌は，風乾細土に調整後，pH（H２０）をガラス電極法
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図－１．調査プロットの概略



（3）で，EC（電気伝導率）を電気伝導率計（1）で測定した。なお，

土壌分析の結果は，すべて３枠の平均値で示した。

Ⅳ．結果と考察

　調査プロット内のスギ，ヒノキの立木本数，胸高直径，樹高を

表－１に，各林分プロット別の立木本数と胸高断面積を図－２に

示す。林分プロット①，②にスギ，ヒノキの下木（植栽木）が集

中し，プロット③～⑤ではヒノキの上層木と実生の本数が多かっ

た。

　Ａ０層の組成別重量を図－３に示す。堆積有機物量全体の重量

は，スギが多い０m地点よりもヒノキが多い１５m，２０m地点の方

が少し多かった。一般的に単純林で比較するとスギ林の堆積有機

物量はヒノキ林より多い傾向があるが（8），今回はそれと異な

る結果が出た。これは，林分プロット①，②では立木本数も少な

く，スギの林齢が２７年生でヒノキ上層木（９３年生）に比べて若い

ことが影響したものと考えられる。

　次に主な組成について土壌プロット間で検討する。スギ葉は０

m地点から６m地点まで急激に減少し，１０m地点まで存在が認

められた。一方，ヒノキ枝葉は全てのプロットに存在し，スギ葉

とは反対に０m地点で最も少なく２０m地点まで増加傾向を示し

た。

　表層土壌の pH及び ECとA０層のスギ葉及びヒノキ枝葉の含有

率との関係を図－４に示す。表層土壌の pHについては，スギ葉

含有率が高くなるに従い pHが高くなり，ヒノキ枝葉含有率が高
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表－１．調査地内のスギ，ヒノキ

平均樹高（m）平均胸高直径（cm）ha 当り本数階層等（林齢）樹種

２４．１３８．９４２０上層木（９３年生）ヒノキ

１３．９１５．２２２０下層植栽木（２７年生）〃

４．１３．５１，６００下層実生〃

１７．７２４．２２２０下層植栽木（２７年生）ス ギ

７．８１１．０６０下層実生〃

２００３年１０月に調査

図－２．プロット別立木本数及び胸高断面積

図－３．A0層の組成別重量 

図－４．スギ葉，ヒノキ枝葉含有率と表層土壌 pH（H２O）及びＥＣ 

図－５．基点からの距離と表層土壌 pH（H２O）



くなるに従い pHが低くなる傾向が認められた。一方，ECの値と

スギ葉またはヒノキ枝葉の含有率との間には相関性は認められな

かった。

　基点（スギ林）からの距離と表層土壌 pHの関係を図－５に示

すと，６m地点から終点まで pHは低い値を示している。A０層の

スギ葉の水溶性成分はヒノキ枝葉のものより pHが高いという試

験結果（7）があることから，６m地点から終点側はA０層のスギ

葉含有量が非常に少ないことが，表層土壌 pHの低下につながっ

ているものと考えられる。

　これらの結果から，表層土壌 pHが低下し酸性化が進んだヒノ

キ壮齢林の林床を，スギを植栽することである程度緩和できる事

が示された。しかし，その効果が表れているのはスギ植栽帯内及

び植栽帯から数mの範囲に限られていた。今後は，スギの混交

割合の増加やスギ植栽帯幅の拡大など，土壌の酸性化を緩和する

スギの機能を効果的に生かせる施業方法の検討が必要であると考

える。
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